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－データ変換ツールマニュアル－
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1．データ変換ツールをダウンロードする

1-1．Windows

snet-converter_0.1.0_x64_en-US.msiを開き、インストーラの指示に従ってインストール
してください。

起動するには、デスクトップにあるアイコンをダブルクリックするか、
スタートメニューから選択してください。

新データ変換ツールの使い方
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1-2．Mac OS

snet-converter_0.1.0_aarch64.dmgを開き、S-Net-Converterアイコンを
Applicationsへドラッグ＆ドロップしてください。
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2．プログラムの操作方法

2-1．入力ファイルの選択

S-Net-Converterを起動すると、以下のようなウィンドウが表示されます。

まず、［ファイルを選択①］ボタンを押して、入力ファイル（自館データ）を選択します。
入力ファイルを選択すると、入力したデータの項目と、出力テーブルと同じ項目の列が存在する
場合は自動的にマッピング②されます。

①

②
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［出力ディレクトリの選択③］ボタンを押して、ファイル出力先（保存する場所）を選択しま
す。

③

また、［Excel列④］のセルをクリックすると、入力ファイルの列のリストが表示されるので、
自館データの該当する列を選択し、入力（マッピング）することができます。

④
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2-2．データセット管理番号の選択

［選択］⑥ボタンを押すと以下のように組織一覧が表示されるので、
該当する行を選択して下の［選択］⑦ボタンを押すことでデータセット管理番号を
入力することもできます。

⑥

⑦

または、データセット管理番号の入力欄⑤にデータセット管理番号を入力します。

⑤
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また、上部にある検索欄に機関名の一部を入力⑧して［検索］➈ボタンを押すと、
該当する箇所までスクロールします。

➈⑧

データセットを選択すると➉、DatasetID⑪が表示され、マッピングテーブルの
「機関コード」「機関名」「機関名（日本語）」「コレクションコード」の
項目の設定値が割り当てられます。⑫

➉ ⑪

⑫
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2-3．レッドデータチェック
2026年のシステム改修に伴い、これまで非公開項目として取り扱っていたレッド種の産地等の
情報は、収集しない運用に変更となりました。今後は、公開しない情報については、
あらかじめ削除したうえでデータをご提供ください。
レッドデータチェックを行う場合は、画面下部にある「レッドデータチェック」①を
クリックするとレッドデータチェックの項目が展開されます。
「対象分類」の中からチェックを行う対象の分類群を選択します。
データセットに含まれるデータの種類により「植物」「動物」「昆虫」「昆虫・動物」を
選択し、チェックしてください
「チェックしない」を選択した場合はレッドデータチェックは行われません。

レッドデータチェックを行う場合は、位置情報関連項目の中からどの項目を削除するかを、
「位置情報項目」の中から選択します。
［全てチェック］［全てチェックを外す］ボタンですべてを選択または解除ができます。

①

8



2-4. 設定の保存と読み込み
ここまでの設定を保存する際には、［設定を保存］①ボタンを押して
保存するファイル名を指定します。
マッピングやレッドデータチェックなど選択した情報が保存されます。
［設定の読み込み］②ボタンで保存した設定を再度読み込むことができます。

① ②

9



2-5．実行と出力ファイル
メイン画面下部の［実行］ボタンを押すと変換が実行されます。
このとき、必須項目（マッピングテーブルのうち、赤色の項目）が未入力の場合は
以下のように警告のダイアログが表示されます。

必須項目がマッピングされている場合は変換が実行され、メイン画面下部のプログレスバー①
に進捗が表示されます。
変換が完了すると、下図のように完了を知らせるメッセージダイアログ②が表示されます。

①

②
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選択した出力先フォルダには、以下の３つのファイルが作成されます。

・output.xlsx : S-Net形式の出力ファイル
・error_summary.xlsx : エラーサマリーファイル
・cleaning_log.tsv : データクリーニング履歴

● output.xlsx : S-Net形式の出力ファイル

S-Net形式の出力ファイルです。
レッドデータチェックを行った場合、レッドデータ種などに該当する種類である行では、
下図のようにレッドデータ情報が記録され、赤色の太字で出力されます。

削除を選択した位置情報項目が下図のように削除されます。
削除した部分はオレンジ色のマーカーで示されます。
※提出したデータが掲載されますので、確実にご確認ください
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１列目は行内のエラー件数、２列目はエラーの内容が記録されています。
修正の際の参考にしてください。

エラーがあったセルは重要度に応じて赤色、黄色、青色のセルで塗りつぶされます。

赤：S-Netシステムにアップロードができないエラー
黄：エラーかもしれないので要確認。修正の必要がなければそのままで問題ない
青：科博側で修正を行った箇所

詳細については後述するエラーサマリーを参考にします。
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● error_summary : エラーサマリーファイル

エラーサマリーファイル（〇〇_error_summary.xlsx、〇〇は任意のファイル名）は、データ
セットごとのチェック結果を一覧にしたシートです。内容をご確認のうえ、必要に応じてデー
タの修正またはコメントの追加を行い、S-Net掲載用データファイルと共にお送りください。

赤色 ：データの不備
S-Netシステムに登録できないデータで
す。「ご対応依頼を参考に修正してくだ
さい」

黄色 ：データ内容の確認
修正必須の不備には該当しませんが、不
備の可能性があるため内容をご確認くだ
さい。修正が必要な場合は対応し、問題
がない場合は備考欄に記載の上、そのま
まご提出ください。

青色 ：科博よりの修正案
修正済みの項目です。間違いがないかご
確認ください。

①自館の情報が書いてあるので間違いがないか確認してください
②データをS-Net事務局が受け取った日付を入力するので空欄のままにしておいてください
③ output.xlsx で排出されたデータと同様の色分けがされています
④該当エラーの件数が表示されています
⑤エラーとなった原因が記載されています。⑥を参考にデータの修正をお願いいたします
⑦エラーについて、対応内容をご記入ください。エラーのままで問題ない理由、修正内容、
または対応方法に関するご相談などを記載してください。

ご提出されたデータが掲載データとなりますので、必ず全項目ご確認をお願いいたします。

①
②

③

④ ⑥⑤ ⑦
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● cleaning_log.tsv: データクリーニング結果ファイル
データクリーニングによる修正前後を記録したファイルです。
ここではExcelを使ったtsvファイルの開き方を示します。

①

②

Excelで新規ファイルを作成し、データタブ①から『テキストまたはCSVから』
②をクリックします。

ファイル選択ダイアログが出るので、tsvファイルがあるフォルダを開き、右下にある
「テキストファイル」をクリックし、すべてのファイル③を選択します。
※テキストファイルのままでは該当フォルダは出現しません。

③
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プレビューを確認し、問題がなければ［読み込み④］をクリックします。

④

データの修正箇所を確認します
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